
情報公開文書（2020 年 12 月 25 日） 

公益社団法人日本麻酔科学会会員施設を対象とした 

周術期肺塞栓症例データ登録を用いた疫学研究 

はじめに 

公益社団法人日本麻酔科学会では、 2002 年以降、日本麻酔科学会麻酔科認定病院

（https://anesth.or.jp/users/common/search）で麻酔管理を受けられた患者さんを対象に研究を実施してお

ります。内容については下記のとおりとなっております。 

尚、この研究についてご質問等ございましたら、最後に記載しております[問い合わせ窓口]までご連絡くだ

さい。 

 

1. 研究概要および利用目的 

日本麻酔科学会では、麻酔に関する安全の確保と質の向上を目的に手術等で麻酔管理を受けられた患

者さんを対象として、肺血栓塞栓症およびその原因となる深部静脈血栓症に関する情報を収集して解析を

行っています。これまでの事業から、麻酔の安全を示す指標を麻酔科専門医等と共有し、また、診療ガイドラ

インの策定への資料提供を行うなど医療の安全と質の向上に寄与してきました。 

このたび、2020 年 1 月 1 日から 2024 年 12 月 31 日までの期間に日本麻酔科学会麻酔科認定病院にて

麻酔管理を受けられた患者さんを対象として、周術期に発生する肺血栓塞栓症やその原因となる深部静脈

血栓症の発生についての経年変化や、リスク因子を調査することに致しました。 

 

2. 研究期間 

 この研究は、倫理委員会承認後～2026 年 12 月 31 日まで行う予定です。 

 

3. 研究に用いる試料・情報の種類 

①年齢、②性別、③病名、④術式、➄手術時間、⑥麻酔方法、⑦危険因子の有無、⑧深部静脈血栓症

および⑨肺血栓塞栓症の情報、➉診断、⑪治療の有無、⑫診断から手術までの日数、⑬治療の種類、

⑭術前、⑮術中、⑯術後の実施予防法、⑰再発の有無および⑱その詳細、⑲抗凝固薬使用時の合併

症の有無、⑳転帰㉑IVC フィルター使用した場合の抜去の有無 

 

4. 研究機関 

この研究は以下の研究機関と責任者のもとで実施いたします。 

代表研究機関 

公益社団法人日本麻酔科学会 

 

研究代表者   
小板橋 俊哉  （日本麻酔科学会 理事長、東京歯科大学市川総合病院麻酔科） 

 

5. 外部への試料・情報の提供 

日本麻酔科学会麻酔科認定病院から日本麻酔科学会へのデータの提供は、匿名化と暗号化の上、患者

さんが特定できない状態で行います。 
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6. 個人情報の管理方法 

プライバシーの保護に配慮するため、患者さんの情報は直ちに識別することがすることができないよう匿

名化して管理します。収集された情報や記録は、インターネットに接続していない外部記憶装置に記録し、日

本麻酔科学会の鍵のかかる保管庫に保管します。 

 

7. 試料・情報等の保存・管理責任者 

この研究の試料や情報を保存・管理する責任者は以下のとおりです。 

 

小板橋 俊哉  （日本麻酔科学会 理事長、東京歯科大学市川総合病院麻酔科） 
 

8. 研究へのデータ提供による利益・不利益 

利益・・・・本研究にデータをご提供いただく事で生じる個人の利益は、特にありません。 

不利益・・・麻酔記録からのデータ収集のみであるため、特にありません。 

 

9. 研究終了後のデータの取り扱いについて 

患者さんよりご提供いただきました試料や情報は、研究期間中は日本麻酔科学会において厳重に保管い

たします。ご提供いただいた情報が今後の医学の発展に伴って、医療の安全や質の向上に新たな重要な情

報をもたらす可能性があり、将来そのような研究に使用することがあるため、研究終了後も引き続き日本麻

酔科学会で厳重に保管させていただきます。（保管期間は最長で 10 年間です。） 

なお、保存した情報を用いて新たな研究を行う際は、医学倫理委員会の承認を得た後、情報公開文書を

作成し公示します。 

 

10. 研究成果の公表について 

研究成果が学術目的のために論文や学会で公表されることがありますが、その場合には、患者さんを特

定できる情報は利用しません。 

 

11. 研究へのデータ使用の取り止めについて 

本研究は日本麻酔科学会の既存情報を利用する観察研究であり、データがどの患者さんの情報かわからない

ようにされており、データの使用の取りやめはできません。研究の透明性を保つために、本研究に関する情報

公開を以下の如くに適切に行います。 

公開する内容 

① 試料・情報の利用目的及び利用方法（他の機関へ提供される場合はその方法を含む。） 

② 利用し、又は提供する試料・情報の項目 

③ 利用する者の範囲 

④ 試料・情報の管理について責任を有する者の氏名又は名称 

 

12. 問い合わせ窓口 

この研究についてのご質問だけでなく、ご自身のデータが本研究に用いられているかどうかをお知りにな

りたい場合や、ご自身のデータの使用を望まれない場合など、この研究に関することは、どうぞ下記の窓口

までお問い合わせ下さい。ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がな

い範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
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照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

公益社団法人日本麻酔科学会 
〒650-0047 兵庫県神戸市中央区港島南町 1 丁目 5 番 2 号 神戸キメックセンタービル 3 階 
TEL：078-306-5945 
FAX：078-306-5946 
E-mail： anzen@anesth.or.jp  
受付時間： 10：00 - 17：00 （土日祝日はのぞく） 

 

研究全般に関するお問い合わせ先 

 公益社団法人 日本麻酔科学会 

 兵庫県神戸市中央区港島南町 1 丁目 5 番 2 号 

神戸キメックセンタービル 3 階 

代表番号：078-306-5945 

 

研究代表者   
小板橋 俊哉  （日本麻酔科学会 理事長、東京歯科大学市川総合病院麻酔科） 
 
研究分担者 
廣田 和美 （日本麻酔科学会 偶発症例（肺塞栓）専門部会 部会長、弘前大学医学部附属病院） 
黒岩 政之 （日本麻酔科学会 偶発症例（肺塞栓）専門部会、北里大学病院）       

 
 


